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～公共施設のあり方を考える～ 中央公民館周辺エリア公共施設再編研究ワークショップ特 集

～長期的な視点で考える～ 公共施設等総合管理計画
　今回、中央公民館周辺エリアを対象としたワークショップを開催しましたが、市全体の公共
施設の現状を踏まえ、長期的な視点で老朽化・施設のあり方の課題に取り組むための基本的方
向性を示したものが「公共施設等総合管理計画」です。この計画から一部抜粋し、公共施設に
関する課題等をお伝えします。

　不足する更新費用を公共施設全
体の床面積に換算すると約6.5万㎡。

全体（約35万㎡）の約18.6％とな
ります。

40年間の推計予算 40年間の推計更新費用 不足する費用

　

今
後
、
鴻
巣
市
で
も
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
人
口
構
造

が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。（【
図
１
】
参
照
）

　

こ
の
こ
と
は
、
人
口
減
に
よ
る
税
収

減
と
、
社
会
保
障
関
連
経
費
の
増
加
に

よ
る
歳
出
増
と
い
う
、
厳
し
い
財
政
予

測
を
示
す
と
と
も
に
、
公
共
施
設
の
必

要
性
・
役
割
と
い
っ
た
「
公
共
施
設
の

あ
り
方
」
自
体
の
変
化
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
40
年
間
に
お
け
る
公
共
施
設
等
の
新
設

や
維
持
管
理
に
か
か
る
推
計
予
算
等
を
算
出

し
、「
現
実
的
に
保
有
可
能
な
」
公
共
施
設
等

の
総
量
と
、
施
設
床
面
積
の
削
減
目
標
を
試
算

し
て
い
ま
す
。

　

総
合
管
理
計
画
で
は
、
す
べ
て
の
公
共
施
設

の
状
況
を
建
物
の
利
用
状
況
等
「
利
用
者
視

点
」
や
安
全
性
等
「
管
理
者
視
点
」
の
12
項
目

に
よ
っ
て
客
観
的
、
簡
易
的
に
評
価
し
て
い
ま

す
。
そ
の
評
価
結
果
を
４
つ
の
分
類
（
継
続
保

全
・
利
用
検
討
・
更
新
検
討
・
用
途
廃
止
）
に

分
け
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
今
後
の
施

設
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
た
め
の
判
断
材

料
と
し
て
「
見
え
る
化
」
し
て
い
ま
す
（
こ
の

評
価
結
果
は
機
械
的
な
評
価
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
決
定
事
項
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

今
後
、
時
代
に
合
っ
た
市

民
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
取
り

入
れ
な
が
ら
、
施
設
の
複
合

化
な
ど
も
計
画
的
か
つ
効

果
的
に
行
い
、
全
体
と
し

て
施
設
の
総
量
を
減
ら
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

可
能
な
限
り
維
持
し
つ
つ
、

施
設
ご
と
に
最
大
限
の
効

果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
「
量

と
質
を
最
適
化
」
し
、
利

用
者
等
の
満
足
度
が
向
上

す
る
よ
う
な
公
共
施
設
（
資

産
）
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
目

指
し
ま
す
。

今ある施設をすべてそのまま維持するのではなく、
将来を見すえた対応が必要だね。

 【図１】鴻巣市の将来人口推計と高齢化率の推移
出展：鴻巣市人口ビジョン（平成28年３月）  
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　公共施設等総合管理計画は、市
ホームページのほか、本庁舎・
両支所市政情報コーナー、各図書
館・公民館等で閲覧できます。

　約20年後の2040年には人口約
10万人、高齢化率（65歳以上の割
合）36.7％と推計されています。

約2,372.3億 円  －  約2,912.8億 円  ＝  約540.5億 円

将来推計人口

高齢化率

119,639 119,262 116,760 113,454 109,456 104,893 100,036
20.9% 25.8% 29.7% 31.7% 33.1% 34.5% 36.7%

62018.９


